茨木市ソフトボール連盟創立五十周年記念式典にあたりご挨拶申しあげます
茨木市ソフトボール連盟の長田で御座います。日頃は　何かとお世話になり　
ご指導ご鞭撻を賜り有難うございます。感謝申しあげます。
創立五十周年にあたり　記念式典の開催をご案内申し上げましたところ　　何かとご多用にもかかわりませず　ようこそご参集賜り　誠に有難うございます。厚く御礼申しあげます。
ご来賓の皆様には　のちほど司会者から詳しくご紹介させていただきますが
茨木市から福岡市長はじめ岡田教育長が　市民文化部から田川部長・牧原課長・小西課長代理が　ＮＰＯ法人茨木市体育協会から羽東会長に　大阪府　ソフトボール協会からは北川会長・野本理事長が　三島地区から　島本町・高槻市・摂津市・吹田市など三市一町からそれぞれ会長及び理事長　等など　多くの方々にご臨席願っています。本当にありがとうございます。　
そして　所属チームから代表の方々に　更には　審判員・記録員・役員各位が　総勢百名以上の皆様にご出席願っています。ご苦労様です。
さて　折角の機会でございますので　五十年の経過を　トピックス的に　
そして　今後に期する決意など申し述べさせていただきます。

茨木市で　ソフトボール競技は　昭和二十三年から導入され
昭和二十五年から　チーム数は少ないもののレベルの高い試合が催された　ことに由来する　と　受け継いでおります。
昭和四十三年春　十六チームをもって連盟が創立され　この度　お陰さまで五十周年を迎えることができました。
　昭和五十五年　大阪府ソフトボール協会の茨木市支部が設立され　その後
　平成九年　なみはや国体で　少年女子ソフトボール競技を担当させて戴き
その後も　全日本実業団男子ソフトボール選手権大会の近畿及び大阪府の　予選大会を茨木市で開催　主管を長く務めさせていただきました。

　これらの事が実現出来ましたのは　大阪府ソフトボール協会はじめ各市の　連盟など　関係者のご支援ご指導の賜物で御座います。
深く感謝申し上げる次第で御座います。本当にありがとうございます。
　当連盟が 今日ありますのは　大阪府及び三市一町等の関係各位のご指導
ご鞭撻と共に当連盟の諸先輩の功績の集大成であり　大きな財産であります。
この伝統をもとに　二十一世紀に相応しい考え方と進め方で実践を積み重ね
活動の内容を充実させ　未来に伝承してまいります。
特定の企業や地域のチームが「大阪などの大会で優勝し全国大会へ出場するのも　連盟発展の大きな要素でありました　更に重要なことは　加盟チームのそれぞれが敬愛と強い所属意識をもって　協調性があり　信頼関係が　　持続・継続できる連盟であること」であります。
このことを『連盟訓』として末永く実践してまいる所存で御座います。
　草創期をご指導願いました故大垣誠三前会長の思いを伝承させて戴きますと
創立以来　第一期を「楽しみの時代」　第二期を「よそなみの時代」　
第三期を「はげみの時代」　第四期を「飛躍・躍進の時代」として　　
平成十九年から二十八年の間を　第五期とし「活躍の時代」と称する事と　　致します。この十年間　一般男女はじめ壮年と実年及びシニアとハイシニア等が茨木の大会で　更には　三島地区と大阪府の大会及び近畿と全国大会等
多くの地域と会場へ誘ってくれました。活躍出来たと自画自賛致しています。
　記念すべき五十周年を契機に『スポーツでつくろう私たちの健康と連帯と活力』を　活動の理念として「飛躍し躍進して・おおいに活躍」を実行し続ける事　　　モチベーションを高め　総力を結集して「末永く発展」が実現出来ますよう　人財を大切に　目的･目標に向かって　強い絆と信念と執念をもって　
主要な行事と大会を展開してまいります。
　記念事業を進めるにあたり　多くの方々に　大変お世話になりました。
　ご指導ご鞭撻を賜り　誠に有難うございます。
　関係各位・皆様方には今後なお一層　当連盟の運営全般にご支援ご指導を
賜りますようお願い申し上げまして　感謝と決意の言葉とさせて戴きます。
どうぞ　時間の許す限り　交流を図って戴きますよう　おくつろぎいただき
英気をやしなっていただきますよう　お願い申しあげまして　開会にあたり
ご挨拶とさせていただきます。　平成二十九年弐月吉日(四日)
